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研究成果の概要（和文）：広視野補償光学を実現するトモグラフィー波面推定の新しいアルゴリズムとして、複
タイムステップ・トモグラフィック波面推定の手法を、すばる望遠鏡の持込み装置である多天体補償光学実証機
 RAVEN を用いて実証した。RAVEN の波面センサーの解析により、各高さの大気揺らぎが風向きにより時間と共
に移動していること、相関のピークの強度は100ms程度までは強く、この時間間隔では大気揺らぎの各層が「凍
結して移動している」と見なせることがわかり、複タイムステップ・トモグラフィック波面推定の有効性が実証
された。

研究成果の概要（英文）：We demonstrate a new tomographic wavefront estimation algorithm, ”
multi-timestep tomographic wavefront reconstruction", which achieve more accurate tomographic 
estimation in wide field of view, with a multi object adaptive optics system, RAVEN, on the Subaru 
telescope. We analyzed the wavefront measurements data of RAVEN, and found that (1) the turbulence 
pattern at each altitude layer can be regarded as moving with winds, and the pattern can be regarded
 as "frozen" in the time scale of 100ms. Those results indicate the multi-timestep tomographic 
wavefront reconstruction method is effective to enlarge the field of view of tomographic wavefront 
estimation. 

研究分野：可視赤外線装置開発、銀河進化研究
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 
次世代 30m 望遠鏡 TMT の高空間分解能
を生かして、遠方宇宙にある銀河の内部構造
を統計的に観測するためには、超広視野の多
天体補償光学を実現することが必要である。
特に多天体の同時観測により統計的な観測
を実現するためにはターゲット天体の数密
度を考えると直径 10 分角程度の広視野での
補償光学を実現することが必要である(成果
論文⑭)。 
地上観測の空間分解能を制約する光波面
の乱れは大気中の温度ムラ(以下、大気揺らぎ
と呼ぶ)で生じる。これまでの補償光学では 
大気揺らぎの補償が効く視野は大気揺らぎ
のパターンが同じと見なせる 30 秒角程度の
領域であり、一度に観測できる天体は 1天体
に限られた。 TMT の初期補償光学系
(NFIRAOS)でも複数層共役補償光学の技術
が用いられるが、回折限界に近い補償が効く
領域は直径 30秒角程度に限られる。 
多天体補償光学はこの視野の制約を打破
し、広視野に点在する 20 個程度の天体を一
度に回折限界に近い高空間分解能で観測す
ることを目指すシステムであり、その鍵とな
るのはトモグラフィック波面推定の手法で
ある(成果論文⑦参照)。 
 
２．研究の目的 
 
 本研究の目的はトモグラフィー波面推定
の新しいアルゴリズムとして、複タイムステ
ップ・トモグラフィック波面推定の手法を実
証し、トモグラフィー推定による多天体補償
光学が有効な視野を広げることにある。 
図１にトモグラフィック波面推定の模式
図を示す。トモグラフィック波面推定におい
ては複数のガイド星の観測で得られる複数
の方向で積分した大気揺らぎの測定結果を、
トモグラフィーの手法で解析することによ
り大気揺らぎを高さ方向に分解して推定す
る。高さ方向に分解した大気揺らぎをターゲ
ットの方向で積分することで、その方向の大
気揺らぎを推定し、補正することが出来る。
これによりガイド星がカバーするコーン状
の体積の中の任意の方向にある天体につい
て回折限界に近い空間分解能で観測するこ
とが出来る。複数の天体について、それぞれ
に最適化した補正を同時に行うことで、多数
の天体の高空間分解能観測が可能となる。 
これまでに提案されていたトモグラフィ
ック波面推定のアルゴリズムではガイド星
の数の制約と最上層のガイド星の光路の重
なり具合から補償の効く視野は 5分角程度に
留まる。我々はさらに超広視野の多天体補償
光学を可能にする新しいアルゴリズムとし
て、複タイムステップ-トモグラフィック波面
推定を考案した(成果論文⑨)。図１の矢印で
示すように、大気揺らぎの時間変動は小さい
時間間隔では風によってそれぞれの高さの

大気揺らぎがその構造を保ったまま移動す
る効果であると見なせる。よって、過去の複
数のタイムステップで得られた波面測定の
情報を同時に推定に用いれば、大気揺らぎの
移動によって、それぞれの高さの大気揺らぎ
の測定点を実効的に増やすことが出来、トモ
グラフィー推定の精度を向上し、多天体補償
光学の視野を拡大することが出来る。 
 この複タイムステップ-トモグラフィック
波面推定が実際の観測において有効である
ことを実証するために、すばる望遠鏡の持込
み装置である多天体補償光学実証装置 
RAVEN を用いて、複タイムステップ-トモグ
ラフィック波面推定の性能評価を行うこと
が本研究の目的である。このアルゴリズムを
用いるためにはそれぞれの高さにある大気
揺らぎの移動速度、移動方向を推定すること
が鍵となるので、RAVEN の複数の波面セン
サーによるトモグラフィック波面推定に複
数の時間での各層の大気揺らぎパターンの
相関を取る手法を組み合わせ、各層の風速、
風向を推定し、大気揺らぎの移動速度と移動
方向の推定の精度を評価する。さらに複タイ
ムステップ-トモグラフィック波面推定を導
入した制御計算機を RAVENに接続し、実際
の観測条件下での新しい推定手法の性能を
評価する。 
この実証観測により、複タイムステップ-
トモグラフィック波面推定が有効であるこ
とを示し、TMT の次世代の観測装置として
超広視野の多天体補償光学を実現する道を
開く。 
 
３．研究の方法 
 
超広視野の多天体補償光学を実現する方法
として我々が提案する複タイムステップ-ト

 
図１：トモグラフィック波面推定の模式
図。複数のガイド星の方向の波面測定をト
モグラフィーの手法で解析することによ
り、大気揺らぎの構造を高さ方向に分解し
て推定する。 



モグラフィック波面推定の性能を決める重
要なパラメータは大気揺らぎの各層の移動
速度と移動方向(つまり大気の各層での風速
と風向)の推定精度と大気揺らぎの各層のパ
ターンの時間変動のタイムスケールである。
各層の移動速度と移動方向が十分な精度で
決まらなければ以前のタイムステップの情
報をトモグラフィー波面推定の中で用いる 
ことが出来ない。計算機シミュレーションの
結果によれば上層の大気揺らぎ層について
は毎秒 0.5 m 程度の誤差で決めることが出
来れば十分に良い推定が出来る(成果論文
⑨)。大気の各層の揺らぎのパターンの時間
変動のタイムスケールが短く、短い時間でも
各層の変化が移動だけでは記述できない場
合にも有効性が下がる。計算機シミュレーシ
ョンの結果では 0.05 秒の間パターンを一
定と見なすことが出来ればこの手法は十分
に有効である。 
これらの評価を行うために、すばる望遠鏡
の持込み装置である多天体補償光学実証機 
RAVEN を用いる。RAVEN は 3 台の自然ガイド
星用波面センサーと1台のレーザーガイド星
用波面センサーを持ち、この 4個の波面セン
サーの測定情報を用いてトモグラッフィッ
ク波面推定を行うことが出来る。ターゲット
の観測用には2個のピックオフ光路が用意さ
れ、それぞれが独立した可変形鏡で補償され
赤外線分光撮像装置 IRCS に導かれる。 
大気揺らぎの各層の移動速度、移動方向と
時間変動のタイムスケールの決定は具体的
に以下のように行う。まず 4個の波面センサ
ーの測定結果を用いることでトモグラッフ
ィック波面推定を行い、大気揺らぎの層別の
パターンの推定を得る。複数の時間において
推定された各層のパターンについて相関を
取ることで、相関のピークとなる位置から大
気揺らぎの各層の移動量と移動方向をそれ
ぞれ推定することが出来る。また相関の強度
からパターンの変動量を推定することが出
来る。 
 
４．研究成果 
 
我々はRAVENをすばる望遠鏡に搭載し、自然
ガイド星を用いて3個の波面センサーでの大
気揺らぎの同時測定を行った。その測定結果
を用いて、まず各高さの大気揺らぎの移動速
度、風向・風速の推定を行った。その結果を
図２に示す。この図は大気揺らぎ各層の風
向・風速を求めるための空間相関のマップを
示す。それぞれの行は大気揺らぎの各層の高
さに対応しており、横軸は相関を取る時間間
隔となっている。時間間隔をあけるにしたが
って相関のピークが移動しており、これは各
高さの大気揺らぎが風向きにより時間と共に
移動していることを示しており、この手法に
より各高さでの風速と風向が測れていること
を示す。また相関のピークの強度は100ms程度
までは強く、この時間間隔では大気揺らぎの

各層が「凍結して移動していて強い相関を持
つ」と見なせることを示す(成果論文②)。 

トモグラフィー測定により得られた大気揺
らぎの高さ分布の情報を用いて、ガイド星の
方向の大気揺らぎからターゲット天体の方向
の大気揺らぎを求める行列を構成した。その
結果を図３左に示す。一方で我々はターゲッ
ト天体方向の波面も同時に測定を行い、ガイ
ド星３方向の測定とターゲット方向の測定を
結びつける行列を経験的に求めた。図３右は
経験的に求めた行列であり、いわば推定行列
の解となっている。この２個の行列の比較か
ら、現在の手法で求まった推定行列は十分に
高い精度が達成できており、トモグラフィー
による波面推定は良い精度で実現できている
ことがわかった。 

 最後に、複タイムステップ・トモグラフィ
ーを用いた場合の性能向上についても評価
を行った。図４にその結果を示す。複タイム
ステップ・トモグラフィーの推定を用いるこ
とで、古典的な単タイムステップ・トモグラ

 
図２：すばる望遠鏡 RAVEN による測定で
得られた大気揺らぎ各層の空間相関マッ
プ(成果論文⑦より) 

 

図３：トモグラフィー波面推定に用いる行
列。左) 推定された大気揺らぎの高さ分布
とガイド星の配置から計算された推定行
列。右) ガイド星の波面測定の結果を用い
て経験的に求めた推定行列(成果論文⑦よ
り)。 



フィーによる推定よりもより小さい残差、よ
り高精度の推定が出来ることが確認された。
ただし、実際には古典的な推定とそれほど残
差に違いがない時間帯も多く、大きな性能の
違いが出ない点については今後さらに解析
を進める必要がある。 
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